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悪の天才の教育 
  ゲルハルト・ラウク著 

 

パート10 

 

ローマン＆アウトロー 
  

   かつての(?)敵が、かつての(?)友人を巻き込んだ問題で私の助けを求め

てくることもあった。状況はしばしば奇妙で混乱したものだった。西部開

拓時代のように、法の番人と無法者の境界線が曖昧なこともあった。 

   殺人犯は非暴力活動家よりも短い実刑判決を受けることもあった。この

不公平は過激化を促進するだけだった。一部の活動家は考えた：服役する
なら、犯罪もやったほうがいい！ 

   孤立した暴力行為の結果である。 

   私の広範な人脈のおかげで、少なくとも私との間接的な "つながり "を

確立するのは難しいことではなかった。さらに、私たちの文献は反体制派

のサークルで非常に広く配布されていた。捜索中や「犯罪現場」でもしば

しば発見された。 

   テロリストの容疑者」を何年も前から知っていることもある。彼らがま

だ非暴力抵抗運動の一員だった頃のことだ。もちろん、関与や干渉は一切

なかった。 

   この傾向に対抗する唯一の心理学的に中途半端に効果的な方法は、彼ら

にこう言うことだった：私たちは、あの汚い犬たちが油で茹でられ、姑と
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一緒に無人島に取り残されるのは当然だと思う。でも、私たちは彼らの手
には乗りたくない。規律を守りましょう！ 
  

  

逮捕からの免責 
  

   皮肉なことに、私の援助を要請してきた政府のなかには、少なくとも一

度や二度は、私の地下活動に積極的に対抗してきたところもあった。それ

でも私は、国境で逮捕されるという現実的な見通しに直面していた。その

ため、私は逮捕されないという公的免責を得なければならなかった！彼ら

はこれを一度や二度ではなかった。具体的には1979年のビュッケブルクと

1992年のシュトゥットガルトだ。 

   1992年3月9日、私はシュトゥットガルトで、戦後ドイツ史上最長の国家

社会主義者裁判で証言した。警備は甘かった。私は襲われ、顔にメースを

かけられた。少しチクッとした。しかし、味は自分の料理ほどひどくはな

かった。 

   軽い面では、私の親しい同志であるクリスチャン・マルコチが3人の弁

護士の名前を指摘した：ジーク、ハイル、フューラーだ！ 

   またあるとき（フランクフルト1989年）、私はあることについては免責

が認められたと知らされたが、他のことについては免責は適用されないと

明示された。事実上、私はこう言われたのだ：私たちは右手に持っている
銃であなたを撃たないことを約束します。しかし、私たちが左手に持って
いる銃であなたを撃たないとは約束しないことを、ここにお知らせしま
す！ 

   私はこれを非常に面白いと思った。 

   笑いを提供してくれたことに感謝しながらも、この申し出を断った数少

ない機会だった。  
  

   

FBIと 

J・エドガー・フーバーの性的倒錯 
  

   うちの電話回線はひどい。迷惑な話だ。 
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   私は電話の向こうの同僚に文句を言った：FBIがうちの回線を盗聴する
のは構わない。でも、接続を台無しにしないでほしいんだ！ 

   彼は心から同意する：ああ、こういう時はJ・エドガー・フーバーの性的
倒錯について話したくなるね！ 

   カチッ！この瞬間、電話は切れた。 

   私は彼に電話をかけ直した。彼は鋭い観察をする：フーバーの性生活に
ついての私のコメントが気に入らなかったのだろう！ 

   二人で笑った！ 

   別の同僚によると、捜査官たちは一度、どうやら配線を取り違えてし

まったらしい。彼には彼らの声が聞こえたが、彼らには彼の声が聞こえな

かった。何がいけなかったのか話し合っているうちに、それがわかって切

り上げたそうだ。 
  

* * * * * 

  

   アメリカ政府は私たちの活動にかなり無関心だったようだ。FBIは時々

私たちを訪ねてきた。一般論として、あるいは外国政府の要請で。 

   そのため、私たちは微妙な立場に立たされた。 

   一方では、FBIが敵に情報を流すことを想定して行動しなければならな

かった。重要な機密を漏らしたくはなかった。 

   しかしその一方で、私たちはFBIに、私たちが犯罪者でもテロリストで

もないと確信できるだけの知識を得てほしかった。 

   私は何年もの間、FBIと面白い出会いを何度かした。 

   彼らが初めて私の家の前に現れたとき、私は見知らぬ街に駐在してい

た。私は英語が話せないふりをした。残念ながら、FBI捜査官は流暢なド

イツ語を話した。台詞は喜劇の寸劇のようだった。しかし、私たちは二人

とも真顔でいた。(その後、近所の人たちはいつも愉快そうな笑顔で迎え

てくれた）。 

   またあるとき、私は勤めていた工場の人事課に呼ばれた。人事部長は心

配そうな顔をしていた。彼女は2人の男性を指差して言った：この方たち
がお話があるそうです」。そのエージェントの名字は今でも覚えている。

彼は私の隣人も訪ねた。一人が彼に言った：ええ、彼を知っていますよ。
いい人だよ。うちの子供たちをおんぶしてくれるんだ。 

   ある中規模の都市では、すべての印刷会社が私たちの仕事を拒否した。



4 

FBIの訪問を受けたことがあると言っていたところも2社あった。私たちは

一時、自分たちの印刷会社を買って、彼らと競争することも考えた！(た

だ一人、頼まなかった印刷業者がいた。彼は近所の人だったので、厄介な

立場に追い込みたくなかったのだ) 

   何年もの間、異なる州にある2つの銀行から、もう東部の大手銀行から

特定の外貨を取り寄せる必要はない。 

   私たちは何年にもわたり、2つの異なる銀行ビルの購入を真剣に検討し

た。そのうちのひとつは、アメリカの主要都市の大通りに面した3階建て

の印象的な建物だった。私たちはすでに頭金を賄うだけの十分な資金を

持っていた。しかし、私たちの必要性はその費用を正当化するほど十分で

はなかったので、私たちはそれを断念した。 

   そのうちの1行は、急ぎで必要な場合、まず電話をかけて、それからド

ライバーを50マイル（約8.6キロ）送ってきてくれることもあった。 

   時々、私は個人的に他の銀行に外貨を持って行った。外貨デスクの若い

女性と私はプラトニックな意味で親しくなった。 

   ある日、彼女はとても嬉しそうだった。前回の訪問の後、誰かが彼女の

オフィスに駆け込んできて、今オフィスを出るところを見た人物を知って

いるかと、あまりの恐怖に尋ねたのだ。その人は、まるでビリー・ザ・

キッドが銀行から紙幣が落ちた大きなバッグを持って出ていくのを見たか

のようだった。  

   それから20年後（！）、その銀行は私たちの口座を閉鎖すると書面で知

らせてきた。手がかりを見つけたのはずっと後になってからだった。私が

ユタ州でのマネーロンダリングと銃乱射の疑いで捜査中であることを記し

たインターポールの書類のコピーを入手したのだ！(注：私は生まれてこ

のかた、ユタ州に行ったことすらない！）。 

   1930年代のFBIを覚えていたグレッチェンが言った：あの人たちは型か

ら作っているのかしら？50年前とまったく同じだった！私は50フィート離
れたところから彼らを見つけたわ！ 

   ジョージはこうコメントした：FBIは新人捜査官をトレーニングの一環
として私たちにインタビューさせるのが好きなんだ。 

   最も面白い出来事のひとつは、3人のエージェントが私の家の玄関まで

来たことだ。私は彼らを家に入れたくなかったので、近くのレストランま

で歩いた。 
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   その場にいた年配の紳士は、私が二度と戻ってこないのではないかと恐

れていた！彼は同じようにKGBに近親者を殺された経験がある。彼は警察

に電話しようとした。 

   一番若くて経験の浅い捜査官がハワードだった。彼は私がテロリストか

ら7万ドルを受け取った証拠を持っていると主張した！彼は「私を潰す」

と約束した。私はこう答えた：証拠があるなら、私と一緒に銀行に来てく
ださい。銀行の頭取に言って、その金額を私の口座に入金してもらうん
だ！ 

   FBIは捜査官に嘘をつくのか？本当に彼らの嘘を信じているのか？それ

とも、彼らが主張するように、法律学校ではなく俳優学校から雇っている

のでしょうか？ 

   しかし、ハワードは私の家と車が質素であることを認めた。間違いなく

中流階級だ。 

   とにかく、私はこの出来事を面白おかしく記事にした。その後、ハワー

ドから名字を明かさなかったことへのお礼の電話があった！ 
  

  

1980年代の新しいアプローチ 
  

   1980年代、「合法部門」がドイツの国家社会主義運動の支配的勢力と

なった。NSDAP/AOに象徴される私たちの「非合法部門」は、それと並行

して、しかし別個に活動していた。私は合法部門のために新聞を印刷する

ことを申し出たが、ミヒャエル・キューネンはどうせ禁止されるだけだと

考えた。この関係は、同じ国の軍隊の2つの異なる支部に似ていた。 

   ミヒャエル・キューネンは、その著書『Führertum zwischen Volksgemein-

schaft und Elitedenken（民俗共同体とエリート思考の間のリーダーシッ

プ）』の中で、私の研究に1章を割いている。 
  

   以下はその抜粋である： 
  

   しかし、新しい［戦後］世代の国家社会主義指導者の実際の模範は、

NSDAP準備・対外組織の組織指導者ゲルト・ラウクである！... 

   党の同志ラウクは、戦後における実際の国家社会主義戦闘組織を創設し
た。組織の建設は、実質的に空白の時点から始まった。今日、われわれの
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まだ小さいが機能的でうまく機能している運動にやってきた若い同志たち

は、10年前にはまだ何も存在していなかったということを、ほとんど想像
できないだろう。組織も、宣伝材料も、構想も、単に何もなかった。国家
社会主義党の再建と第四帝国のための闘争という、明らかに絶望的な課題
に果敢に取り組んだ少数の狂信的な若い国家社会主義者は別として。 

   その中に、実際の指導者人格であるゲルト・ラウクがいた：私生活と職
業を犠牲にして、まだ存在さえしていなかった運動のために、そして彼自
身が長年の闘争の末にゼロから築き上げる運動のために、どれほどの想像
力、意志力、決断力が必要であっただろうか！彼は、最初の印刷の可能性
を組織し、NSカンプフルーフとともに戦後初の開かれた国家社会主義新
聞を創刊し、細胞構造を持つ宣伝地下で活動する運動のコンセプトを開発
し、財政的な可能性を見出した。 

   その過程で、党の同志ラウクは、政治的基盤の欠如を考慮して、自分が
新しい指導者であると宣言したり、自分の小部隊を新しく再興された
NSDAPであると誇示したりする誘惑に一貫して抵抗した！その代わりに、
彼は自分の任務を未来の党への奉仕と考えた。この規律、たとえ党がまだ
全く存在していなかったとしても、個人的指導の虚栄心よりも党を優先す
ること、個人的信奉者の勧誘を放棄すること、指導者と組織は活動家の目
の前で自分自身を証明しなければならず、その信頼を勝ち得なければ、逆
にそれを要求することはできないという原則--党の同志ラウクは、発展途
上の運動においてこれらすべてを確立した。私たちがNSDAP/AOから独立
して、国家社会主義運動の法的部門を創設し、それによって党再創設の闘
争において決定的な一歩を踏み出した後、このすべてが私たちの模範と
なった。 

   しかし、この再建作業の基礎が築かれ、真の国家社会主義指導部の原則
が再び知られるようになったのは、誰のおかげであるかを決して忘れては

ならない。1970年代における党の同志ラウクのこの闘争がなければ、1980

年代における我々の最初の躍進は単に想像もできなかっただろう。そし
て、我々のコミュニティは何年もの間ヘッドラインを独占し、国家社会主
義運動の指導的勢力に成長したが、それでもなお、我々は常に1つの統一
された運動の合法的な部門に過ぎず、そのもう1つの非合法的な部門は、
党同志ラウクの指導の下、NSDAP/AOのままである。われわれの運動のこ
の部分もまた、過去数年間に大きな進歩を遂げ、今日、実質的な技術的・
物質的可能性を有しており、すでに過去にそうであったように、アメリカ
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に位置しているおかげで、揺るぎない地位を有している。 

   彼の指導者としての最初の10年半の業績と、真の指導者としての姿勢か
ら、彼はすでに国家社会主義の偉大な指導者の一人に数えられている。 
   

* * * * * 

  

   私のサービスはもはやそれほど必要とされなくなっていた。スタッフの

おかげで、私の "パートタイム "の注意力でも、規模を縮小したオペレー

ションを維持するのに十分だった。 

   私はビジネスの道に進むことを決めた。私が会社史上最高のテストの点

数を取ったとき、自営業の大富豪の社長は感激して、その場で私を雇って

くれた。彼は私を個人的に教育した。私は彼のマーケティング担当副社長
になった。このトレーニングと経験が、私のビジネス知識の基礎となって

いる。 

   皮肉なことに、このCEOはユダヤ人だった！私の友人たちは、「彼は

知っていた」かどうか議論した。昔の外人部隊の仲間は、同じような状況

を覚えていた：戦後、多くの人が私たち外人労働者を雇うのを恐れた。で
もユダヤ人は雇ってくれた。彼らは私たちが優秀な労働者であり、大金を
稼いでくれることを知っていた。さらに、私たちを雇うことで批判を免れ
ることもできた。 

   その後、鉄のカーテンが崩壊したとき、私はビジネスの世界から離れ

た。いわば「現役」に戻ったのだ。 
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